
［成果情報名］イネごま葉枯病圃場抵抗性遺伝資源の探索  

［要約］イネごま葉枯病に対して、抵抗性程度「強」と評価した品種は世界のイネコアコレ

クションの中に 11 品種含まれるが、日本在来イネコアコレクションの中には認め

られない。 
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［背景・ねらい］ 

 イネごま葉枯病（以下、ごま葉枯病）はいもち病、紋枯病に次いで発生面積が大きな病

害で、三重県においては県育成品種「みえのゆめ」で問題となっている。しかしこれまで

に、ごま葉枯病に対する実用的な抵抗性品種の育成はおこなわれていない。本研究では、

ごま葉枯病抵抗性品種育成につながる有望な遺伝資源を選定するため、日本在来イネコア

コレクション（以下、JRC）および世界のイネコアコレクション（以下、WRC）のごま葉

枯病圃場抵抗性を評価する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．発病程度は「日本品種」と「海外品種」でそれぞれ 2.1~5.0、0.8~4.3 の間で分布する

（データ省略）。「日本品種」および「海外品種」の平均発病程度はそれぞれ 3.3

と 2.6 であり、「海外品種」が有意に低い（表 1）。  

２．ごま葉枯病発病程度と関連性があるとされている到穂日数の影響について検討したと

ころ、「日本品種」と「海外品種」の間で到穂日数に差がなく、「海外品種」の

抵抗性「強」とその他の品種間においても到穂日数に差が認められないため、

本研究で選抜された「海外品種」の抵抗性は早晩性とは無関係に発現すると推

察される（表 1）。 

３．WRC に含まれる「Shwe Nang Gyi」「 IR58」「Qingyu」「Deejiaohualuo」「Calotoc」

「Tima」「Khau Tan Chiem」「Pinulupot 1」「Dahonggu」「Tadukan」「Khao 

Nok」を抵抗性程度「強」と判定できる（表 2）。 

４．供試品種の中では「 IR58」が最も抵抗性が強く、抵抗性が弱である「みえのゆ

め」と比較して発病程度に明確な差がみられる（図 1）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．コアコレクションは少ない品種数で遺伝変異を網羅できるように選定された品種群セ

ットのことである。WRC と JRC については農業生物資源ジーンバンクより利用可能

である（https://www.gene.affrc.go.jp/about.php）。 

２．ごま葉枯病圃場抵抗性検定は松本ら（2016）の方法に基づき、三重県農業研究所・伊

賀農業研究室の検定圃場において、5 月下旬移植の作型で実施した。 

 




